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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、木材のマルチスケールな構造情報を多面的に取得し、AIを利用した解析によ

って個々の木材の物性を予測することを目的としている。 

本年度は、複数個体のスギ（Cryptomeria japonica）から厚さ 1 mmに加工した試験体を準備

した。約 100個の試験体について、X 線 CT 測定および動的粘弾性測定を行った。密度の空

間分布を示す X 線 C T データから、動的粘弾性測定によって得られた貯蔵弾性率および損

失弾性率を予測するモデルを、3 次元畳み込みニューラルネットワーク（CNN）を用いて構

築した。試験体全体の平均密度と貯蔵弾性率は高い相関関係があるため、線形回帰モデルに

よってもある程度の予測は可能であったが、CNN モデルによる予測精度は線形回帰モデル

を上回った。特に、節が存在するものや、サンプル内の密度分布に大きな偏りがあるものな

ど、平均密度のみでは予測から大きく外れてしまうサンプルについて、CNN モデルでは良

好な予測値が得られていた。このことは、CNN モデルが複雑な密度分布のデータから物性

値と関連する構造情報を効率的に抽出していることを示していた。さらに、平均密度とは相

関の低い損失弾性率も CNN モデルを用いるとある程度の精度で予測可能であった。これは

CTデータには本来含まれないスケールの小さい構造情報を、CNNモデルが間接的に捉えて

いるためであると考えられる。 

 


